
１．はじめに

昨今，学校教育に対する期待に応えるためには，教

育活動の直接の担い手である教員に対する揺るぎない

信頼を確立し，国際的にも教員の資質能力がより一層

高いものとなるようにすることが極めて重要であると

される１）。そのため，教育養成を担う大学の附属小学

校においても教育実習指導において，教員養成への取

り組みが今以上に求められる。

大量退職の時代の今日において，マニュアル化しづ

らい現場固有の知や技術の継承が困難になる恐れのみ

ならず，それによって組織が停滞する恐れがあると認

識されるようになってきた。この点は，大学，附属学

校も例外ではない。そのような状況の中で，これまで

と同様に教育実習において指導の質を保持することは

重要なことである。また，附属学校の状況とは別にこ

れまで以上に教育実習生の個に応じた教育実習指導が

求められている。

そこで，本研究ではこのような状況に鑑み，先行研

究を基に，教師に求められる知識について論究すると

ともに，そのような教師に必要な知識を獲得させるた

めの教育実習におけるアプローチ方法について検討す

ることを目的とする。

２．教師知識について

（１）教師知識とは

教師知識に関する研究は，正しい専門的知識を学習

者にいかに分かりやすく教えるかということを目的と

して，主にアメリカで発展してきた。教師知識に関す

る研究の歴史を概観してみると，1960年代から70年代

後半頃までは，行動科学的アプローチによって支えら

れた研究が主流であり，1980年代前半からは，認知心

理学の発展にともなって授業の質的アプローチと認知

心理学的アプローチによって支えられた研究へと移行

していることがわかる２）。前者は，教師の授業実践に

おけるコミュニケーションのスタイルや行動様式に注

目することによって，教授スキルを抽出することを目

的とした研究であり，後者は行動科学的アプローチに

よって明らかにすることができなかった教師の認知過

程を，スキーマや問題解決，熟達化の考え方を取り入

れ，実証的に明らかにすることを目的とした研究であ

る３）。

このように教師知識に関する研究が推進されるにつ

れて，教師知識は，知識の形態や表現様式において科

学的な理論的知識とは性質の異なる実践的知識

（practical knowledge）であることが実証的に明らか

にされた４）。それゆえ，ここではまず実践的知識の特

徴を明らかにし，続いて，実践的知識である教師知識

に焦点をあて，その特徴や本質について明らかにす

る。

（２）実践的知識の特徴

教師知識とは実践的知識であることがこれまでの理

論的・実証的研究から明らかにされているため，まず，

実践的知識について歴史的視点から概観し，その特徴

について挙げていくことにする。

佐藤らによると，教師の実践的知識に関する研究は，

シュワブ（Schwab, J.）の「The Practical（実践的

であること）」と題する一連の論文によって，理論的

に行われたことに端を発し推進されたとしている５）。

そもそも実践的知識に対する当初の見解は，非難・拒

否されており世間一般に受け入れ難いのもであった。

しかし，教師の思考パラダイムが変容され発達されて

いくにつれて，実践的知識が教師の専門的知識として

有意義かつ論理的なものであると理解され始めるよう

になっていった。そして，さらに実践的知識に関する

研究が推進されるにつれて，学級における教師の行動

を形成する知識基礎（knowledge base）の大部分を

占める知識形態であるとの評価を受けるようになって
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いった６）。

また，ハンダル（Handal, G.）やルーバス

（Lauvas, P.）が，実践的知識について「教師の教育

的な実践において‘最も強固な決定的要因’である。」
７）と述べ，教師の教授活動の重要な要素として位置

づけていることからも，授業実践において実践的知識

が重要視されていることがうかがえる。

そして，エルバズやクランディニンらによって実践

的知識の研究が実証的に進められ，その結果，教師の

専門家としての知識を「個人的実践的知識」として定

義づけている。佐藤は，クランディニンの考えをもと

にして，個人的実践的知識について「授業の計画から

評価にいたる授業実践を構成する活動のすべてを基礎

づけ，個人という存在を構成する経験のすべてに組み

込まれた知識である。そして，その知識は，職業的あ

るいは個人的な経験の歴史に由来し，その個人的な経

験の歴史において理解される。」８）と整理している。

一方，ショーマン（Shulman, L.）によっても実践

的知識について検討されており，「（実践的知識とは）

行動と直結した知識であるがゆえに，教師自身にも明

瞭に自覚化されていない『暗黙知』の意味合いを含ん

でいる。また，特定の文脈と結びついた個人的な性格

を持っており，言語によって抽象的，一般的に表現し

難い知識である。」９）と述べている。

このような実践的知識の性質に関する研究は，後に

おいても多くの研究者により検討されている。例えば，

秋田らは，ショーン（Schön, D.）やスクリブナー

（Scribner, S.）の研究結果を援用し，実践的知識の特

徴として，以下の点を挙げている10）。

・問題自体が所与ではなく，問題の適切な定式化が解

決を促進すること。

・アルゴリズムに従った論理的解決法よりも，状況に

あわせて同じ種類の課題でもいろいろな形で柔軟に

解決できること。

・行為してから考えるのではなく，行為しながら考え

ること。

・解決にとって構成的・機能的役割を果たすように問

題解決システムに組み入れられていること。

・実践の場で獲得・生成され，領域固有・場面固有に

働く知識であり，言語化した説明は難しく，本人に

も自覚されない暗黙知のような性格をもっているこ

と。

このように，実践的知識の捉え方は研究者にとって

様々であるが，佐藤らはこれらの研究知見を総括し，

実践的知識の特徴として以下の５点を挙げている11）。

① 限られた文脈に依存した一種の経験的知識であ

り，機能的で柔軟な知識である。また，反省的思考

を通して既知の事柄を再発見したり解釈し直したり

して得られる「熟考的知識」である。

② 特定の子どもの認知，特定の教材の内容，特定の

教室の文脈に規定された「事例的知識」である。

③ 複数の領域の知識を統合し，複雑で複合的な状況

の不確実性へと立ち向かう「総合的知識」である。

④ 顕在的な知識としてだけではなく，潜在的な知識

としても機能し，直感やコツや即興として表れる

「暗黙知」である。

⑤ 個性的な性格をもち，個人の経験に基礎を置く

「個人的知識」である。

つまり，シュワブによって研究が推進され始めた実

践的知識とは，多義的な意味合いを有していることが

示されている。

３．カンファレンス的な学び

上記のように，教師の実践的知識とは多義的であり，

複雑なことがわかる。このように複雑な知識を教育実

習生へ伝えていくことが求められているが，その知識

の適用範囲は，広く特定の場面に遭遇しないかぎり，

必要のない知識と成りかねない。必要のない知識を教

育実習において指導された場合，多くの教育実習生が

使えない知識として受け取り，結局自分勝手な解釈と

判断で行動することになるのではないだろうか。反対

に，問題場面において教育実習生に対し，担当教師か

らの適切な指導・助言が行われると，その場に適した

実践的知識の獲得・生成を行うことが可能ではないだ

ろうか。

そこで，ここでは，実践的知識をより効果的に学ば

せる方法としてカンファレンス的な学びに注目した。

カンファレンス的な学びとは，教育実習生が子どもに

ついての理解を深めると同時に子どもに向き合ったと

き教育実習生の内部に発生してくる感覚や情動・感情

を吟味しながら，自分自身の考え方を自己吟味させる

学びである12）。つまり，実践的知識獲得において必要

な，反省的思考を促す指導であり，教育実習生にとっ

ては学びとなる。この学びの場を教育実習指導におい

て設定し，教育実習生の学びについて検討を行うこと

とする。具体的には，①「教育実習生の生活指導場面

での特徴」②「カンファレンス的な学びを取り入れた

学級反省会と従来通りの学級反省会を行った学級での

比較検討」を行うこととする。

４．実証的研究の方法

（１）目　　的

教育実習において教育実習生の生活指導場面での特

徴について探るとともに，１日の終わりの学級反省会
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においてカンファレンス的な学びを取り入れることに

より，教育実習生の実習後の変容について検討するこ

とを目的とした。

（２）方　　法

この実証的研究では，４つの学級の教育実習生の学

級反省会での指導者の働きかけを従来行っていたもの

から，変更した。研究対象者は，2010年９月１日から

10月７日まで附属小学校において教育実習を行った５

週間実習生である。

本校の教育実習では，学級反省会の後，授業反省会

を行っている。学級反省会では，学級担任が主導で行

い，授業反省会は，教科担任が主導で行う。授業につ

いては，それぞれの専門性や授業を行う上で身に付け

ておくべき知識やスキルが存在する。そのため，授業

反省会は，各教科において個人のスキル向上と教育実

習生の反省の視点を明確にした指導を続けてきてい

る。学級反省会での指導内容は，各担任に任されてい

る部分が多く，担任のこれまでの経験から指導すべき

内容を決定し，教育実習生に指導している状態である。

教師の経験による指導の差が出やすい部分である。そ

こで，この学級反省会にカンファレンス的な学びを取

り入れることにより，教師による経験の差をどの程度

補完することができるのか，また，教育実習生の自己

吟味による振り返りがどの程度可能なのか調査を行っ

た。具体的には，学級反省会では，指導というよりも，

それぞれの１日の反省を述べさせ，それについて教育

実習生自身がどのように行動すれば良かったのか，自

己吟味できるように振り返りの場を多く取り入れるよ

うにした。

調査の方法は，４つの学級において各学級４名を無

作為に抽出した実習生のアンケート記述の分析を行っ

た。

（最終頁のアンケート参照）

５．結果及び考察

（１）教育実習生の生活指導場面での特徴

①１週目から２週目

教育実習生は，実習当初受け身になりがちであり，

児童へ指導するということに躊躇する場合がある。ま

た，指導者としての心積もりができておらず，傍観者

的に児童の様子を見守ることが多い。指導を促されて

もなかなか実践にうつすことができない。２週間過ぎ

るころから児童へ指導を行える者も出てくるが，４週

間を過ぎても指導ができない教育実習生も見受けられ

る。

教育実習生の指導は，担任教師の言動をまねるもの

が多く，模倣しながら試行錯誤している。以下に学級

反省会時の具体的な遣り取りを示す。

例１）

Ｓ：今日の掃除時間に○○さんと○○くんが掃除をし

ていなかったので，なんで掃除しないのかと思いま

した。私が小学生のころは，掃除をするのが当たり

前でした。そのあたりのことがわかっていないよう

に思えます。

Ｔ：そうですよね。なぜ掃除をしなければいけないか

わかっていないのかもしれませんね。そのとき，先

生はどのように声を掛けたのですか。

Ｓ：「掃除をした方がいいよ。」と声を掛けました。

Ｔ：それで子どもたちは掃除をしましたか。

Ｓ：掃除をしていたように思います。

Ｔ：先生の声かけで，明日もそのまま掃除すると思い

ますか。

Ｓ：しないかもしれません。

Ｔ：では，明日先生はどのように声を掛けてみます

か。

Ｓ：…。

Ｔ：明日までに考えてみましょうか。

この反省会では，指導教師側からこうしてみたらど

うですかという指導ではなく，自分自身で思考し，ど

のような手立てをうつと良いのか考えさせるようにし

ている。

②４週目から５週目

このころになると，教育実習生も児童に対して積極

的に関われるようになり，指導というものも意識され

ているように思われる。担任教師の学級を借りて実習

していることを忘れがちであり，指導が通ることを経

験すると全ての指導が通用すると考えてしまう教育実

習生もいる。しかし，教育実習生によっては，どのよ

うに子どもたちと接すると良いのか日々考えながら，

実践し，反省している教育実習生もいる。

例２）

Ｓ：給食のときに，しゃべってばかりで早く食べられ

ない子がいるので，どうしたら早く食べるようにな

るのか考えて声を掛けてみました。今日は，早く食

べないと他の子の迷惑になるよと声を掛け，早く食

べた子を大きな声で褒めるようにしました。そうす

ると，○○君も早く食べてくれました。

Ｔ：では，先生の指導は正しかったのかな。

Ｓ：早く食べさせるという点では良かったのかもしれ

ませんが，明日も同様に食べるかどうかは，わかり

ません。

Ｔ：毎日早く食べさせるのは難しいですよね。明日は，
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どのように声を掛けてみますか。

Ｓ：私とその子に関係ができてきていると思うのでそ

の子から離れた席で食べて，早く食べている子を大

きな声で褒めてあげたいと思います。そして，その

子も頑張って食べようとしていたら近くに行って，

頑張っているねと声を掛けようと思います。

Ｔ：色々と考えているようですね。明日の報告を楽し

みにしています。

以上のことから，教育実習生は，実習当初は，傍観

者的に実習に参加しているが，日が経つにつれて児童

への指導も行えるようになってきている。また，児童

や学級への批判的な見方をしていたものが，問題解決

的な見方へと変化している。指導も，それぞれが明確

な意図を持ち指導できるようになってくるようであ

る。しかし，自分ならこのように指導するという代案

を強固に主張する者もあらわれる。

（２）カンファレンス的な学びを取り入れた学級反省

会と従来通りの学級反省会を行った学級との比較

実験群は，カンファレンス的な学びを取り入れた学

級の教育実習生であり，統制群は従来通りの指導を行

った学級の教育実習生である。アンケート項目を抜粋

し結果について以下に示す。

①毎日の学級反省会の内容・方法に満足しています

か。

②授業反省会の内容・方法に満足していますか。

③教育実習の日数は，適当だと思いますか。

（いいえの理由）

実験群…もう１～２週間したい。

統制群…１ヶ月で良いのではないか。

④各学級への教育実習生の配属数は，適当だと思いま

すか。

（いいえの理由）

実験群…はじめ多いと思っていたが，慣れた。

統制群…少なくして欲しい。

量的な側面では実験群と統制群の差異は認められな

かった。本校の指導において，多くの教育実習生が満

足している様子がわかる。③「教育実習の日数は適当

だと思いますか」の項目において統制群の１名の実習

生が１ヶ月で良いのではないかと記述しているが，多

くの学生は適当な長さと判断している。

次に，質的な側面を見るために，実習生の記述を検

討する。
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表　１

表　４

表　２

表　３

今回の実習を通して良かったことは小学校という

場所で実際に児童を相手にして５週間過ごせたこと

です。実習前には，指導案を作成するにしても授業

を行うにしてもはっきりした相手もおらず，イメー

ジも曖昧でした。実習では，その環境が一転し，実

際の学校で実際の児童を相手に一人で授業を行う機

会をいただき，児童のことを真剣に考え，日々苦労

しながら５週間を過ごせました。自分の中では，も

っと考えれば良かったとか，まだ子どもたちのため

にできたことがたくさんあったのになという思いが

ありますが，そのように考えられるようになったこ

とが実習前の不安でいっぱいの自分から成長できた

証だと思います。

表５　実験群の教育実習生Ａの感想

おかしい言い方かもしれませんが，自分を見つめ

直し，自分を知ったということが，とても大きかっ

たです。教師という仕事は，常に自分と向き合うも

のだということを少しかもしれませんが，実感でき

たと思います。

具体的には，子どもへの指導の仕方や，どのよう

な接し方をすれば信頼関係を築くことができるの

か，授業をする上で必要なことは何か，授業と生活

表６　実験群の教育実習生Ｂの感想



以上のような所感から，実験群においては，反省的

な思考がされていることがうかがえる。この５週間の

教育実習と自分の成長について振り返ることができて

いる。毎日のように自分自身の行動について振り返る

場を設定し，課題を明らかにし，次はどのように行動

するのか問いかけていた成果かもしれない。しかし，

実験群全員がこのように記述しているわけではないの

で，カンファレンス的な学びが必ずしも有効と短絡的

に考えることはできない。

とは言え，統制群の教育実習生の中の１人が実習期

間が長いと感じていたが，実験群の中にはもう少し長

い方が良かったと感じている者もいた。このことから，

カンファレンス的な学びを取り入れることにより，実

習に対する捉え方も変化する可能性があることは認め

られる。

ところで，ファーロング（Furlong, J）の調査によ

ると，教育実習生は実習の始まりでは，「教師として

振る舞う」（acting like a teacher）傾向が強いが，次

第に「教師のように考える」（thinking like a teacher）

になることが重要であることが指摘されている13）。本

調査からも第４～５週では，教育実習生の考え方も変

容しており，このカンファレンス的な学びが，少なか

らず教育実習生の発達に影響しているとも考えられ

る。一方で，磯kらの調査からは，教育実習は附属学

校の教師にとっても教育実習生への指導・助言を通じ

て，自己を省察し，教師として専門的成長をする機会

となっていることが指摘されている14）。

以上のように，教育実習におけるカンファレンス的

学びの導入は，教育実習生の思考スタイルの変容や指

導教員の自己省察にとっても少なからず効果が認めら

れる。

６．おわりに

今回の理論的研究において，教師の知識は，実践的

であり，実践の場において獲得すべきものが多くある

ことが明らかとなった。その実践的知識の有効な獲得

手段としてカンファレンス的な学びを取り入れた実証

的研究を行った。実証的研究において，実験群・統制

群では数量的な側面では差異は認められなかったけれ

ども，実習生の記述に関しては違いが認められるもの

もあった。このカンファレンス的な学びの導入は，今

後の教育実習指導の一つの指導方法となるのではない

かと考える。今後は，分析の項目を細分化し，インタ

ビュー調査なども交えて研究を行うことが求められる

だろう。
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